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縄⽂⼈の起源と⽇本への移住時期、そして弥⽣⼈との関係は 
 
⽇本経済新聞の昨年９⽉２⽇（記事１）と昨⽇の記事（記事２）より、DNA 解析の結果よ
り現在明らかとなっている縄⽂⼈と弥⽣⼈の関係は次のようになる。 
 

 縄⽂⼈ 弥⽣⼈ 
起源 約３万８千年〜１万８千年前

に⼤陸の集団（ホアビン⽂化⺠
族、現在のラオス付近）より別
れた（記事１） 

 

⽇本列島への定住 １万数千年前から約 2300 年前
に暮らしていた（記事１） 
約１万６千年前から３千年前
まで暮らしていた（記事２） 

約 2500 年前にはアジア⼤陸
から九州地⽅に渡り、⽶作
りを始めていた（記事１） 
 

特徴 丸顔、⿐が⾼く、エラガ張って
いる（記事１） 
アルコールに強い（記事２） 

⾯⻑、⽬は細く、顎は細い
（記事１） 

縄⽂⼈と弥⽣⼈の交雑
（記事２） 

縄⽂⼈と弥⽣⼈は交雑しなが
ら現代の⽇本⼈へと移り変わ
っていった。 

現在⽇本⼈中の縄⽂⼈遺伝
⼦の割合  アイヌ７割、
沖縄３割、本州１割 

 
記事では縄⽂⼈に焦点が当てられているが、弥⽣⼈（Wikipedia）では次のようになってい
る。 
 
縄⽂⼈⾻の顔⽴ちや体形は⼀定しており、あまり⼤きな時期差や地域差は認められないが、
広義の弥⽣⼈⾻は割合と多様であり、地域差や時期差が⼤きい。縄⽂⼈そのもののような弥
⽣⼈や縄⽂⼈に似た弥⽣⼈（縄⽂系弥⽣⼈）、⼤陸側（中国吉林省近く）にいた⼈々と⾝体
的特徴が似ている弥⽣⼈（渡来系弥⽣⼈）、縄⽂系と渡来系が混合したような弥⽣⼈（混⾎
系弥⽣⼈）、古墳時代の墳墓から抜け出てきたような弥⽣⼈（新弥⽣⼈）、さらに南九州には
琉球諸島の⾙塚⼈に似た弥⽣⼈（南九州弥⽣⼈）がいた。 
近年のミトコンドリア DNA ハプログループや Y 染⾊体ハプログループの研究によって、
⽇本⼈と中国⼈・朝鮮⼈との Y 染⾊体には違いがみられ、弥⽣時代開始以降に断続的に渡
来⼈がやって来たものの、先住の縄⽂⼈とは完全に対⽴していた訳ではなく、融和、混⾎し



ていったものと考えられる。また⽇本列島には縄⽂時代以前から各⽅⾯から様々な⼈たち
が⽇本へ流⼊し、弥⽣⼈も複数の系統が存在していたと推定される。 
弥⽣時代は⼀般に 2400 年前ほどに開始したとされてきた。そもそも弥⽣時代とは、弥⽣⼟
器が使われている時代という意味であったが、現在では⽔稲農耕技術を安定的に受容した
段階以降を弥⽣時代とするという考えが定着している。⽔稲には朝鮮半島から海を渡って
直接⽇本に渡来したものと、⼭東半島から⽇本へ渡来したものがあるとする説が有⼒視さ
れている。 
 
参考までに、縄⽂⼈（Wikipedia）は次のようになっている。 
 
旧⽯器時代後の、約 1 万 6,500 年前の紀元前 145 世紀から約 3,000 年前の紀元前 10 世紀に
わたる縄⽂時代の⽂化は、概ね現在の⽇本に分布していた。そのため、この地域に居住して
いた縄⽂⼟器を作る新⽯器時代⼈を縄⽂⼈と⾒ることが出来る。平均⾝⻑は男性が 160cm
弱、⼥性は 150cm 弱でがっしりとしており、彫りの深い顔⽴ちが特徴で、世界最古級の⼟
器を作り、約 5000 年前の縄⽂中期には華麗な装飾をもつ⽕焔⼟器を創り出すなど独⾃の⽂
化を築いた。東南アジアに起源をもつ⼈々ではないかと考えられてきたが、⽗系・⺟系両⽅
の遺伝情報が⼊った核 DNA 解析の結果（三貫地⾙塚⼈⾻、船泊遺跡縄⽂⼈⾻）、東ユーラ
シアの⼈々の中では遺伝的に⼤きく異なる集団であることが判明した。 
 
記事２ 
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